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2007年９月９日

CAPlS主催マーシャル諸島共和(RMI)国引率報告書

国立大学法人琉球大学

アジア太平洋島嘘研究センター

2006年８月２０日（月）から２９日（水）まで、９泊１０曰

※ただし、マーシャル諸島視察は､２３日（木）～２７日（月）の５日間。

また、奄美大島から参加した茂野君、泉さんは３０日帰宅なので１０

泊１１日。

※８月２０日（月）那覇→福岡（移動)、福岡泊

２１日（火）福岡→グアム（移動)、グアム泊

２２日（水）グアム→マジユロ（RMI）（移動）

８月２８日（火）マジユロ→グアム（移動）

２９日（水）グアム→福岡→那覇（移動）

詳細は旅行日記参照のこと

１．日程：

2．研修場所：マーシャル諸島共和国（RepublicofTheMarshanIslands,ＲＭＩ）

教員（引率）２名、学生５名、計７名3．参加者

大城肇（法文学部教授)、梅村哲夫（法文学部准教授）

平地渚（八重山高校３年生）

茂野武史（大島高校３年生）

泉萌（大島高校３年生）

伊東貴利子（活水女子大学）

青木悠（琉球大学法文学部、４年次）

教員

学生（高校生）

学生（大学生）

－２５－



４訪問先及び内容

(1)第１日目

－２６－

訪問日時：２００７年８月２３日（木） ９時００分～９時４５分

訪問場所：マーシャル諸島短期大学 CollageoftheMarshalllslands

面会者：Ｍｒ・KensonA1ik、副校長

マーシャル諸島短期大学学長への表敬訪

問の予定であったが､学長の都合により延期

された。当研修担当職員（学生サービス担当

職員)であるケン氏によって学内施設の案内

をお願いした。また、畠'|学長と会談し、大学

の方針に関する説明を受けた。

なお､大学の方針は学生に最低限の知識や

スキルを修得させ､米国など海外でも働くこ

とが出来る能力を身につけさせることに重

点を置いているようであった。

訪問日時：２００７年８月２３日（木） １０時２０分～11時３０分

訪問場所：アレレ国立博物館 ＡＩ』nLnNationalMuseum

面会者：特になし
こ〕

ＲＭＩ唯一の国立博物館であり、入館料は

無料。本施設には、書庫、図書館、博物館が

1つの建物に入っている。博物館は、－部屋

のみが割り当てられており、戦前、戦後の写

真、特にロンゲラップ島の被爆者の写真が目

を引いた。

図書館は比較的小規模で、最近の書籍及び

戦時中の資料等が保管されていた。
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－２７－

訪問日時：２００６年８月２３日（木）
』

１４時００分～１５時３０分

訪問場所：在マーシャル日本大使館 EmbassyofJapan

面会者：大平和之大使

塩澤英之専門調査員

ここでは、マーシャルに対する日本の

ODA政策、他ドナーの状況、マーシャル

における生活や開発問題､特に自然環境問

題､観光開発について聞き取り調査を行っ

た。

なお、塩澤専門調査員は、 兀 GＪＯＣＶで

高校教師､大使は立命館大学で教鞭をとつ

た経験もあり、ＥＵの専門家であった。

訪問日時：２００７年８月２３日（木） １５時４５分～１５時３０分

訪問場所：マーシャル環境保護局 EnvironmentalProtectionAuthoritｙ

面会者：松宮愛（JOCV環境教育）

環境保護局には、青年海外協力隊(JOCV）

環境教育隊員の松宮氏により、環礁の構造な

どについてプレゼンテーションを受けた。

加えて、ＲＭＩにおける環境問題、特に生活

及び産業廃棄物の処理問題について、説明を

受けた。それによると、当該国では、現地住

民の環境に関する意識が低く、町のあちこち

にゴミが散乱していること、行政の対応が遅

れていることが指摘された。

なお、松宮氏は赴任して問もないので、

ＲＭＩの現状に関する詳細な説明は間けなか

ｳﾞつ た０



(2)第二日目

－２８－

訪問日時：２００７年８月２４日（金） ９時００分～１０時００分

訪問場所：ＪＩＣＡ事務所 GＪＯＣＶ/JICAMarshalllslandOffice

面会者：千賀和雄（マーシヤル駐在員事務所長)、OgumaMakoto（ＪＯＣＶ調整員）

案西千佳（JOCV調整員）

まず､ＪＯＣＶのプロモーションビデオを見

た後、ⅢＣＡの活動について説明を受けた。

現在ＲＭＩにはJOCV２６名（内ＳＶ４名）

が活動しており、ＪＯＣＶ事業がnCAの事業

の100％を占めていること、そのほとんどが

小中高大学校における教員であり、その他と

して保健医療、 ~マ ジュロ病院（助産師等)、

環境教育として働いていることなどについ

て説明を受けた。

また、やはりゴミ問題については深亥ｌに捉

えていること、インフラ整備や産業振興につ

いても考えており、来年３月には観光に関す

る専門家が着任予定であることなどについ

ても教えてもらった。



－２９－－

訪問日時：２００７年８月２４日（金） １０時１５分～１１時００分

訪問場所：ELEFAハンディクラフト ELEFAHandicraftShop

面会者：MsLuciaGuavis

ハンディクラフトは､ＲＭＩの特産物でかつ

伝統工芸品である。店舗自体は非常に小さい

が、中には多種多様なハンディクラフト製品

が展示、販売されていただけでなく、実際に

生産も行われていた。価格は、例えば写真背

景の円形状のものが約３０ドル前後である。

その他にも、ネクタイ状のもの、ブレスレッ

ﾄ、ペンダント、小型のバックなどがあり、

どれも繊密な作りとなっていた。

訪問日時：２００７年８月２４日（金） １３時４５分～１５時２０分

訪問場所：マーシャル諸島観光局 MarshallIslandVisitorsAuthoritｙ

面会者：MsDoloresdeBrum-Kattil（局長） +629-625-6482

観光局では、ＲＭＩにおける外国人観光客

の動向、観光資源等について聞き取り調査

を行った。また、多数の旅行者向けパンフ

レットが準備されていたので、それらと共

に、ＲＭＩの観光プロモーションＤＶＤ及び

写真集を収集した。局長の見解は、とにか

くＲＭＩにおける観光はまだ未成熟であるこ

と、従って宿泊施設が限られていることと、

グアムやハワイが経由地となるため、ＲＭＩ

まで足を伸ばす観光客は多くないことが指

摘された。

さらに現在、ＲＭＩ内の環礁間を繋ぐ唯一

の交通手段であるエアー・マーシャルが機

体故障等により運休しており、マジュロ環

礁以外の環礁に取り残されている観光客

(主にダイビング）が発生していることが

説明された。



－３０－

訪問日時：２００６年８月１０日（木） １４時４０分～１４時５０分

訪問場所：魚市場 FisheriesMarkets

面会者：特になし

ここには夕方に訪問したため、魚介類自体

を見ることは出来なかった。なお、製氷器が

あり多くの漁民が氷を買いに訪れていた。

また写真にはないが、中国籍又は台湾籍の

漁船が多数係留されていた。

訪問日時：２００７年８月２４日（金） １５時００分～１６時００分

訪問場所：コプラ製品製造工場 TobolarCopraProcessingPlant

面会者：社長及び技術者（氏名不詳）

フィリピン人が責任者であるコプラ製品

製造会社である。まず社長から製品の説明を

受けた。

主な製品は、ココナッツオイルを原料とし

た石鹸、化粧水であるが、その他にこのオイ

ルをディーゼル自動車及びトラックの燃料

として活用していた。なお、燃料には５０％

濃度のものと100％ココナッツオイルのもの

があるが、エンジンそのものは改造する必要

はない、という説明を受けた。

次に技術者によりココナッツからオイル

を搾取し、精製する工程の説明を受けた後、

実際に工場内を、説明を受けながら見学し

た。



－３１－

訪問日時：２００６年８月２４日（金） １６時００分～１６時１５分

訪問場所：ゴミ集積場兼埋め立て地

面会者：特になし

マジュロ環礁の市内中心部から空港へ向

かう途中にあるゴミ処理場である。本環礁で

排出されるゴミはここへ収集され、 ． ンクリ

－卜の防波堤の中に捨てられ砂をかけて埋

め立てされる。なお、自動車などの機械類、

タイヤ、
Ｏ

ゾー ツ トボトルは作業員によって分別

され別途処理をする予定である。

ＲＭＩが環礁であるという性格上、活用で

きる土地は少なく、埋め立てにより土地の拡

張を兼ねたものとなっている。なお、作業員

によるとさらに沖に５０フィート、海岸北方

ご～ 2,000～3,000フィート拡張する予定であ

る、とのことであった。

ただし、町の中に作られたゴミ集積場はど

こも満杯の状態であり、この集積場に運搬す

るシステムが機能しているとは言い難い状

況である。



(3)第３日目

－３２－



－３３－

訪問日時：２００７年８月２５日（士） ９時３０分～１０時００分

訪問場所：ＲＲＥシャコ貝養殖場 ＲＲＥＣ１ａｍＦａｒｍ

面会者：特になし

RRＥ（RobertReimersEnterprises）とい

う企業が経営するシャコ貝の養殖場である。

残念ながら経営者に面会することはできな

かったが、大小様々な色のシャコ貝が養殖ざ

れていた０

観光局の観光プロモーションＤＶＤによる

と、これらシャコ貝は食用ではなく、観賞用

であるとのことであった。



－３４－

訪問日時：２００７年８月２５日（士） １０時４０分～１１時４０分

訪問場所： ■マ ロ平和公園 ＷＷⅡMemorialPark

面会者：特になし

昭和５９年３月１６日に日本政府によって

建立されたもので、次のように書かれてい

る｡「東太平洋戦没者の碑さきの大戦にお

いて東太平洋の諸島及び海域で戦没した

人々をしのび平和への思いをこめてこの碑

を建立する協力マーシャル諸島共和国｣。

ここは空港よりも南に位置しており、空港で

昼食を購入し立ち寄った。現地の人々にとつ

てはピクニックサイトということであった。

なお、これよりも南には道沿いに小売店があ

るだけで、村々が南端まで続いている。



－３５－

訪問日時：２００７年８月２５日（士） １１時１５分～１１時４５分

訪問場所：ＣＭＩ実験場

面会者：特になし

マーシャル諸島短期大学の養殖などの実

験施設である。
●

台湾の支援を受けた設備もあった。また、

アコヤガイの養殖実験も行っているようで

あるが、＋分に機能しているようには見え

な力。 ‐つ た。

学生は、ＣＭＩの学生と共に椰子の実の取

り方、皮の剥き方などを教わっていた。

訪問日時：２００６年８月２５日（金） １２時００～１６時００まで

訪問場所：マジュロ環礁南端視察

面会者：特になし

この南端一帯は私有地で、ピクニックサイ

卜として有名であり、週末には多くの家族連

れが訪れるという話である。入場料は１人１

ドルで、入場時に徴収される。施設は、掘‐つ

立て小屋のトイレ１つ、島内唯一の井戸水を

引いたシャワー１つであり、更衣室はない。

環礁の端なので、海は１８０度以上見渡せ、

白浜が続き、遠浅となっている。また、海の

はるか彼方に別の島が見えた。

ここでも温暖化の影響か､海岸線が多少浸

食されており、椰子の木が傾いていたが、そ

れほど深刻には見えなかった。



(4)第４日目

－３６－

訪問日時：２００７年８月２６日（日） １０時～１７時

訪問場所：Eneko島視察、学生交流

面会者：特になし

本日は日曜日のため、環礁を形成する１つ

の島であるエネコ島へＣＭＩの学生とともに

交流を兼ねたピクニックに行くこととなっ

た○

位置は､ＲＲＥから小舟で３０分程度の場所に

ある。ピーチの沖合まで船で行き、そこから

海岸までロープで繋がった筏に乗り換え、人

力でロープを引きながら陸地へ向かった。

雨水を使った簡易トイレ（男女別、洗面台

あり）、シャワーが完備されていた。その他

に大きな日よけの建物があり、テーブルと椅

子が地面上に直接置かれていた。

ここの管理人は、すぐそばの家に住んでお

り、ソーラーパネルが設置されていたことが

印象的であった。ただし、家の裏庭にはゴミ

が散乱していたので、適切な処理が行われて

いるとは言い難い状況であった。

海の状況については、珊瑚は死んでいるも

のが多く見られたが、魚影はあり、貝の採取

も可能で、実際に持ち帰って夕食の材料とし

た０

最下部の写真は内海であり、まるで湖のよ

うに波は穏やかであったが、島の反対側は外

海に面しており、波も荒かった。

学生たちは、シュノーケリング、ピーチバ

レーなどをして交流していた。特に当日は、

日本人学生の１人の誕生日であったので､マ

－シャル人学生による歌のプレゼントが行

われた。なお、ＪＯＣＶでＣＭＩ所属の日本語

教師、橋本さんも同行した。

午後４:00頃に迎えの船が来て、帰る方向

に虹が見え、雨の中を進むことになった。幸

い陸上は雨が降っていなかった。



(5)第５日目

－３７－

訪問日時：２００７年８月２７日（月） ８時３０分～９時３０分

訪問場所：マーシャル経済政策統計局 EconomicPolicyPlanning＆StatisticsOffice

面会者：MrCarlSHacker（局長）

この局のスタッフは７名であり、経済統

計、予算作成などを行っている。局長は元米

軍人で潜水艦乗務員ということであった。

ＲＭＩの主要産業は、漁製品加工（上海資

本)、ココナッツ製品であり、観光産業は小

さい｡ＲＭＩに必要な物資の２/３がグアムから

輸入され､教会と学校関係の資材には輸入税

が免税される。

規模の大きな企業は台湾資本であり、中ﾉ」、

企業は中国資本である。最低賃金は、＄2/時

問０

当局は、長期的なマスタープラン作成より

も、短期的な予算案作成に重点を置いてい

る。その理由は、外部から獲得する資金の曰

処が立たないからである。

訪問日時：２００７年８月２７日（月） ９時４０分～１１時００分

訪問場所：国会議事堂視察

担当者：MrPhilPhilipｐｏ (C1erkofCabinet）…政府閣議担当

ＭｒＪｏｅＥ・Riklon(ClerkofNITIJELA)…伝統的リーダーの会議担当

国会議事堂、閣議室、及び伝統的リーダー

の会議室を見学した。ＲＭＩでは、政策決定

は内閣と伝統的リーダーによる決定という２

重構造によってなされているようである。


